
（    ）8新　医　療　2026年2月号

世界標準を視野に改革を進める大学病院が、
その一環として医療情報連携基盤を構築―
AI技術の現場活用がDX化を加速させる
藤田学園は、創設50周年を迎えた2022年に研究・教育・臨床・社会貢献を柱とする「Fujita VISION2030」を策定。
同VISIONのもと、2023年には藤田医科大学病院が推進する医療DXの核、医療情報連携基盤「FR-Hub」を構築。
現在、同基盤を活用して退院サマリー自動生成機能や電子カルテ情報共有サービスを実装するなど成果を挙げている
藤田学園が推進する医療情報戦略とDX化について、湯澤副理事長、デジタル戦略部の山田部長らに話を聞いた。

藤田学園

藤田医科大学病院は、藤田学園が有する５病院中、最大規模の
もので、許可病床数 1376 床は本邦大学病院中でも最大となって
いる。病院建物は A 棟、B 棟、C 棟、外来棟、放射線棟、検
査棟、フジタモールからなり、各棟は渡り廊下で結ばれている。

愛知県

※１：イギリスの新聞「The Times」が新聞の付録冊子として毎年秋に発行している高等教育情報誌
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（    ）9 新　医　療　2026年2月号

1955 年長野県生まれ。名古屋大学医学部卒業後、名古屋第一赤十字病院、名古
屋大学医学部附属病院を経て 1987 年米国ニューヨーク州立大学バッファロー校 病
理学教室 visiting associate professor。名古屋大学大学院病態内科学講座腎臓内
科学准教授等を経て 2010 年藤田保健衛生大学医学部腎内科学教授、2011 年藤
田保健衛生大学病院副院長（戦略企画部長）、2014 年より学校法人藤田学園評議
員に就任。藤田保健衛生大学（現藤田医科大学）病院長、学校法人藤田学園理事、
藤田医科大学 学長等を経て、2024 年より現職。

学
校
法
人 

藤
田
学
園
　

副
理
事
長

湯
澤 

由
紀
夫
氏
に
聞
く

湯澤 由紀夫（ゆざわ・ゆきお）氏
D

ata A
rchitecture Consortium

）」
を
設
立

し
ま
し
た
。
当
院
の
医
療
デ
ー
タ
を
標
準
化
し

た
上
で
、
デ
ー
タ
連
携
を
実
現
す
る
仕
組
み
を

日
本
の
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
世
界
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
盤
を
用
い
て
、
既
に
実
現
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
に
よ
る
退
院
サ
マ
リ
ー
の
自
動
作
成
に
加

え
、
今
後
は
電
子
カ
ル
テ
へ
の
音
声
入
力
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
事
務
職
員
も
含
め
た
本
学
約

７
０
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
呼
び
か
け
、
半

年
を
目
途
に
業
務
改
善
や
研
究
な
ど
で
の
成
果

を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
発
表
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
２
０
２
５
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果
を
今
後
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

は
、
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
高
度
な
人
材
を

育
成
す
る
、
本
学
で
言
え
ば
、
高
度
医
療
人
材

を
育
成
す
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
も
の

の
、
教
育
、
研
究
面
で
の
改
革
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
面
で
は
、
か
な
り
先
を
進
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
本
学
で
は
全
学
を
挙
げ
て
、
教
育
、

研
究
、
臨
床
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
共
に
４
番
目
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の

患
者
受
け
入
れ
か
ら
、
皆
、
覚
悟
が
で
き
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ

ス
号
の
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
で
は
、
社
会
貢

献
だ
け
で
な
く
、
同
患
者
か
ら
得
た
診
療
デ
ー

タ
の
研
究
で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、

本
学
の
研
究
成
果
の
発
信
に
も
貢
献
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
貴
院
は
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
に
よ

る
医
療
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
後
は
、
本
学
で
は
国

際
会
議
「FU

JITA
 U

niversity Sum
m

it

」
を

開
催
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
は
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、

２
０
２
５
年
は
多
職
種
連
携
に
つ
い
て
等
、
テ
ー

マ
に
基
づ
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
も
ア
ジ
ア
の
主
要
大
学
が
大

幅
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
中
国
の
主
要
大
学
で
は
、
２
０
２
４

年
の
Ａ
Ｉ
の
学
生
利
用
は
７
割
程
度
だ
っ
た
も

の
が
、
２
０
２
５
年
で
は
研
究
、
創
薬
、
臨
床
、

教
育
の
全
領
域
で
Ａ
Ｉ
が
標
準
ツ
ー
ル
と
し
て

定
着
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
大
学
で
は
す
で
に

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
日

本
に
比
べ
て
か
な
り
先
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
我
々
が
“
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
”
と
呼
ん
で

い
る
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア

で
は
“
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
”
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
な
が
ら
医
療
デ
ー
タ
の
活
用

を
進
め
て
医
療
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
本
学
で
も
医
療
デ
ー

タ
を
研
究
、
教
育
、
臨
床
に
活
用
で
き
る
環
境

整
備
の
た
め
に
、
医
療
デ
ー
タ
二
次
利
用
基
盤

「FR-Hub

」
を
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
が
中
心
と
な
っ

て
構
築
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
基
盤
も
１
大
学
だ
け
で
の
運

用
で
は
日
本
全
体
へ
の
普
及
に
は
繋
が
ら
な
い

の
で
、
２
０
２
５
年
８
月
に
順
天
堂
大
学
と
共

に
全
国
共
通
の
医
療
情
報
基
盤
の
整
備
・
実
装

に
向
け
た
共
同
事
業
体
「
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（H

ealth 

―
―
東
京
・
羽
田
地
区
の
貴
学
の
新
施
設
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
田
医
科
大
学
は
、
本
院
の
藤
田
医
科
大
学

病
院
、
そ
し
て
、
ば
ん
た
ね
病
院
、
七
栗
記
念

病
院
、
岡
﨑
医
療
セ
ン
タ
ー
の
４
病
院
を
中
心

に
医
療
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
３

年
10
月
に
は
、
星
長
清
隆
理
事
長
が
熱
心
に
推

し
進
め
ら
れ
た
羽
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
先
端
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
医
学
部
創
設
50
周
年
を
迎
え
た

２
０
２
２
年
度
初
頭
に「Fujita V

ISIO
N

2030

」

を
策
定
し
、
研
究
、
教
育
、
臨
床
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
教
訓
か
ら
の
社
会
貢
献
を
加
え
た
４
本
柱

で
世
界
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
国
際
空
港
を
持
つ
東
京
・
羽
田
の
地
は
、

世
界
一
独
創
的
な
研
究
拠
点
の
構
築
、
世
界
で

活
躍
で
き
る
高
度
医
療
人
材
の
育
成
、
世
界
か

ら
頼
ら
れ
る
医
療
の
提
供
を
行
い
、
本
学
の
臨

床
及
び
研
究
の
成
果
を
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

に
発
信
で
き
る
位
置
に
あ
る
と
確
信
し
、
今
後
、

積
極
的
に
世
界
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
世
界
を
意
識
す
る
契
機
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
本
学
は
、
２
０
２
２
年
に
英
国
のThe Tim

es 
H

igher Education

（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
）※
１
が
主
催
す
る

「T
H

E A
sia U

niversities Sum
m

it 2022

（
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
ホ
ス
ト
を
務
め
た

の
で
す
が
、
ア
ジ
ア
各
国
を
リ
ー
ド
す
る
大
学
で

※１：イギリスの新聞「The Times」が新聞の付録冊子として毎年秋に発行している高等教育情報誌
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プ

ロ
ダ
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（    ）10新　医　療　2026年2月号

　
藤
田
医
科
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年
に
医
療

情
報
連
携
基
盤
「FR-H

ub

」
を
構
築
。
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
。
藤
田
学
園
で
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
、
加
速

で
き
た
理
由
を
同
学
園 

デ
ジ
タ
ル
戦
略
部 

部
長

の
山
田
英
雄
氏
は
語
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
コ
ス
ト
が
大
き
い
道
具
で

す
が
、
活
用
で
き
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
理
事
長
直

下
に
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
を
設
置
し
、
経
営
視
点
で

デ
ジ
タ
ル
化
を
統
括
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
関
し
て
は
、
毎
月
、
学

園
経
営
層
に
加
え
、
外
部
の
有
識
者
に
も
参
加

し
て
も
ら
っ
て
『
医
療
情
報
戦
略
会
議
』
を
開
催

し
、
本
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
向
性
や
計
画
の
承

認
な
ど
、
経
営
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
整
備
し
た
上

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
以
外
に
も
医
療
情

報
の
専
門
家
を
育
成
す
る
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（H

ealth 
Data A

rchitecture Center

）
を
組
織
し
、
大

学
や
医
療
関
係
者
を
交
え
た
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を

実
施
し
た
り
、
湯
澤
副
理
事
長
が
先
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
説
明
し
た
『
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（H

ealth 
D

ata A
rchitecture Consortium

）』
の
活
動

に
繋
げ
て
い
ま
す
」

　
藤
田
医
科
大
学
で
は
、
本
院
で
あ
る
藤
田
医

科
大
学
病
院
だ
け
で
も
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

を
始
め
69
あ
る
部
門
シ
ス
テ
ム
を
医
療
情
報
連

携
基
盤
「FR-H

ub
」
と
接
続
。
各
シ
ス
テ
ム
内

の
各
種
デ
ー
タ
を
収
集
、
標
準
化
を
行
い
、
医

療
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。
同
大

学
で
は
、
こ
の
機
能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

「InterSystem
s IRIS for Health

（
イ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
社
：
以
下IRIS for H

ealth
）」
を

Ｅ
Ｔ
Ｌ
［Extract

（
抽
出
）、Transform
（
変
換
）、

Load

（
格
納
）］
ツ
ー
ル
と
し
て
採
用
・
実
装
し
、

電
子
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、
Ｓ
Ｓ‒

Ｍ
Ｉ

Ｘ
２
の
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
のH

L7 FH
IR

形
式
で
の
保
存
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
に
役
立
た
せ
て
い
る
。

　
現
在
、
院
内
で
多
く
の
医
療
者
が
活
用
し
て

い
る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成

で
あ
る
。
山
田
氏
が
そ
の
機
能
に
つ
い
て
解
説
し

て
く
れ
る
。

「『IRIS for Health

』
は
医
療
に
特
化
し
た
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
医
療
界
な
ら
で
は
の

ニ
ー
ズ
、
例
え
ば
相
互
運
用
性
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム

性
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
の
高
速
処
理
な
ど
に
対

応
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
基

盤
を
利
用
し
て
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス

や
Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
連
携
に
活
用

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
２
０
２
５
年
２
月
か
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の

実
証
を
開
始
し
、
現
在
で
は
一
部
の
診
療
科
を
除

き
開
始
し
て
い
る
退
院
サ
マ
リ
ー
を
始
め
、
医
療

文
書
作
成
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
月
か
ら
開
始
し
た
電
子
カ
ル
テ
情

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
デ
ー
タ
連
携
機

能
は
十
分
稼
働
し
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
も
そ
れ
な

り
に
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
証
事
業
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
周
辺
の
医
療
機
関
か
ら
の
参
加
が

ジ
ュ
ー
ル
表
を
学
習
さ
せ
て
、
自
動
的
に
生
成
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
い
に
業
務
支
援
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
同
院
で
は
、「FR-H

ub

」
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ

（Large Language M
odel

：
大
規
模
言
語

モ
デ
ル
）
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
（Retrieval-A

ugm
ented 

Generation

：
検
索
拡
張
生
成
）
を
組
み
合
わ

せ
た
Ａ
Ｉ
技
術
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
統
合
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
複
雑
化
・
高
度
化
し
た

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
安
全
管
理
基
準
を
機
械

可
読
化
し
て
、
医
師
の
オ
ー
ダ
や
臨
床
判
断
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
支
援
す
る
「
知
的
カ
ル
テ

（Intelligent M
edical Record

）」
の
実
現
で

あ
る
と
山
田
氏
は
語
る
。

「
今
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
も
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ
だ
け
で
な
く
Ｒ

Ａ
Ｇ
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
に
代
わ
っ
て
き
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集・

分
析
を
ベ
ン
ダ
に
頼
っ
て
き
た
時
代
か
ら
、
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
医
療
者
自

ま
だ
少
な
く
、
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト

が
感
じ
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
デ

ジ
タ
ル
戦
略
部
と
し
て
は
、
情
報
連
携
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
国
の
施
策
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
ま
さ
に
“
実
証
”
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
藤
田
医
科
大
学
病
院
で
は
、
２
０
２
５
年
12

月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
へ
の
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
る
と

山
田
氏
は
続
け
る
。

「
シ
ス
テ
ム
は
完
成
し
て
お
り
、
す
で
に
何
人
か

の
医
師
に
は
試
し
で
使
用
し
て
み
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
診
察
時
間
が
長
い
医
師
か
ら
は
記
録

漏
れ
防
止
と
し
て
高
い
評
価
を
頂
く
一
方
で
、
そ

れ
ほ
ど
評
価
さ
れ
な
い
医
師
も
お
り
ま
す
。
例

え
ば
、
内
科
医
は
普
段
か
ら
カ
ル
テ
記
載
が
充

実
し
て
い
る
の
で
、
音
声
入
力
で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
異
な
る
等
の
理
由
か
ら
利
用
を
敬
遠
す
る

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
、
録
音
し
た
内

容
を
文
字
起
こ
し
し
て
、
そ
の
文
字
起
こ
し
し
た

内
容
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
形
式
に
要
約
し
、
電
子
カ
ル
テ

へ
ワ
ン
ボ
タ
ン
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
で
運
用
す

る
予
定
で
す
。
12
月
か
ら
年
内
い
っ
ぱ
い
で
各
医

局
へ
の
説
明
を
終
え
、
順
次
実
装
し
て
い
く
計
画

で
す
」

　
医
療
現
場
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
要
望
が
多

数
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
最
近
で
は
、
看
護
師
長
か
ら
勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
作
成
の
効
率
化
に
関
す
る
要
望
が
あ
り
ま

す
。
既
存
の
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
も
自
動
化
機

能
は
付
属
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
機
能
は
人

間
関
係
や
個
別
事
業
を
考
慮
・
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
現
場
か
ら
は
実
用
的
で
な
い
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
で
こ
れ
ま
で
の
勤
務
ス
ケ

身
が
デ
ー
タ
を
扱
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｌ
Ｍ
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
使
い
、
医
療

者
の
持
つ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
医
師
と

Ａ
Ｉ
が
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
の
診
断
能

が
向
上
し
、
そ
れ
に
医
療
者
自
身
の
持
つ
専
門
的

な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
、
よ
り
高
度
な
医
療

の
提
供
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
知
的
カ
ル
テ
が
実
現
す
れ
ば
、
医
療
の
質
や

安
全
性
の
大
幅
な
向
上
と
新
た
な
医
療
的
知
見

が
得
ら
れ
る
と
も
強
調
す
る
。

「
例
え
ば
、
Ｂ
型
肝
炎
対
策
で
の
免
疫
抑
制
化
学

療
法
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
自
動
化
が
あ
り
ま

す
。
Ｂ
型
肝
炎
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施
は
非

常
に
複
雑
で
す
。
無
論
、
肝
が
ん
の
専
門
家
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
消

化
器
内
科
医
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容

で
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
適
切
な
診
療
を
行
っ
て
い
る
か
を
判
定
・
支
援

し
ま
す
の
で
、
専
門
家
で
な
く
て
も
高
度
な
医
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藤
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医
療
情
報
連
携
基
盤
を
構
築
し
て
診
療
情
報
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
を
促
進

Ａ
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技
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Ｓ
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実
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知
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カ
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山田 英雄（やまだ・ひでお）氏

医
療
情
報
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
を
促
進
し

多
種
多
様
な
診
療
支
援
機
能
を
実
現

医
療
情
報
連
携
基
盤
「FR-Hub

」

療
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
手
術
部
位
感
染
症
（Surgical Site 

Infection

：
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
、
手
術
に
関
連
し
て
発

生
す
る
代
表
的
な
院
内
感
染
症
の
１
つ
で
す
が
、

術
後
の
罹
患
率
・
死
亡
率
の
増
加
、
入
院
期
間

の
延
長
、
医
療
費
の
増
大
な
ど
、
患
者
予
後
と

医
療
資
源
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
国

内
外
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
患
者
や

併
存
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
は
要
注
意
事
項
で

す
。
ま
た
、
長
時
間
・
高
侵
襲
手
術
や
人
工
物

を
用
い
る
手
術
で
も
Ｓ
Ｓ
Ｉ
リ
ス
ク
が
高
く
、
そ

の
対
策
は
一
層
必
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
知
的
カ
ル
テ
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｓ
Ｉ
リ
ス
ク
を
早

期
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
患
者
予
後
の
改
善
に
つ

な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
構
想
実
現
に
向
け
て
、
シ
ス

テ
ム
構
成
や
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
訴
え
る
。

「
現
在
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
は
、『IRIS for 

H
ealth

』
が
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
稼
働

し
て
お
り
、
第
３
層
に
お
け
る
利
用
サ
ー
ビ
ス
も

独
立
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
第
２
層
・
第

３
層
で
構
築
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
を
可
能
な
限
り

１
つ
に
集
約
し
、
運
用
コ
ス
ト
削
減
と
と
も
に
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
際
の
手
続
き
を
一
元

化
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
成
に
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
故
、
現
在
の
『FR-H

ub

』

を
Ｌ
Ｌ
Ｍ
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｍ
Ｉ
Ｇ

（M
edical Intelligent Gatew

ay

）
に
進
化
さ

せ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
低
コ
ス
ト
で
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
リ
の
提
供
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
現
在
、
藤
田
医
科
大
学
で
は
ゲ
ノ
ム
診
断
連

携
や
患
者
向
け
Ｐ
Ｈ
Ｒ
ア
プ
リ
、
臨
床
研
究
支
援

「FR-Hub」（データ二次利用連携基盤 ) の概念図。病院情報システムの各種データを収集、標準化を行っ
て医療情報データの利活用を促進する基盤となっている。

仕上サイズ 右アキ
天  地 280
左  右 210

受
注

ナ
ン

バ
ー

12715717 0461
色

数
4

品
　

　
名

月
刊

新
医

療
２

月
号

K8=13
出

校
回

数
2

会
　

社
　

名
（

株
）

D
N

P
出

版
プ
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藤
田
医
科
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年
に
医
療

情
報
連
携
基
盤
「FR-H

ub

」
を
構
築
。
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
。
藤
田
学
園
で
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
、
加
速

で
き
た
理
由
を
同
学
園 

デ
ジ
タ
ル
戦
略
部 

部
長

の
山
田
英
雄
氏
は
語
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
コ
ス
ト
が
大
き
い
道
具
で

す
が
、
活
用
で
き
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
理
事
長
直

下
に
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
を
設
置
し
、
経
営
視
点
で

デ
ジ
タ
ル
化
を
統
括
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
関
し
て
は
、
毎
月
、
学

園
経
営
層
に
加
え
、
外
部
の
有
識
者
に
も
参
加

し
て
も
ら
っ
て
『
医
療
情
報
戦
略
会
議
』
を
開
催

し
、
本
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
向
性
や
計
画
の
承

認
な
ど
、
経
営
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
整
備
し
た
上

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
以
外
に
も
医
療
情

報
の
専
門
家
を
育
成
す
る
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（H

ealth 
Data A

rchitecture Center

）
を
組
織
し
、
大

学
や
医
療
関
係
者
を
交
え
た
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を

実
施
し
た
り
、
湯
澤
副
理
事
長
が
先
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
説
明
し
た
『
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（H

ealth 
D

ata A
rchitecture Consortium

）』
の
活
動

に
繋
げ
て
い
ま
す
」

　
藤
田
医
科
大
学
で
は
、
本
院
で
あ
る
藤
田
医

科
大
学
病
院
だ
け
で
も
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

を
始
め
69
あ
る
部
門
シ
ス
テ
ム
を
医
療
情
報
連

携
基
盤
「FR-H

ub
」
と
接
続
。
各
シ
ス
テ
ム
内

の
各
種
デ
ー
タ
を
収
集
、
標
準
化
を
行
い
、
医

療
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。
同
大

学
で
は
、
こ
の
機
能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

「InterSystem
s IRIS for Health

（
イ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
社
：
以
下IRIS for H

ealth
）」
を

Ｅ
Ｔ
Ｌ
［Extract

（
抽
出
）、Transform
（
変
換
）、

Load

（
格
納
）］
ツ
ー
ル
と
し
て
採
用
・
実
装
し
、

電
子
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、
Ｓ
Ｓ‒

Ｍ
Ｉ

Ｘ
２
の
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
のH

L7 FH
IR

形
式
で
の
保
存
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
に
役
立
た
せ
て
い
る
。

　
現
在
、
院
内
で
多
く
の
医
療
者
が
活
用
し
て

い
る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成

で
あ
る
。
山
田
氏
が
そ
の
機
能
に
つ
い
て
解
説
し

て
く
れ
る
。

「『IRIS for Health

』
は
医
療
に
特
化
し
た
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
医
療
界
な
ら
で
は
の

ニ
ー
ズ
、
例
え
ば
相
互
運
用
性
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム

性
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
の
高
速
処
理
な
ど
に
対

応
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
基

盤
を
利
用
し
て
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス

や
Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
連
携
に
活
用

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
２
０
２
５
年
２
月
か
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の

実
証
を
開
始
し
、
現
在
で
は
一
部
の
診
療
科
を
除

き
開
始
し
て
い
る
退
院
サ
マ
リ
ー
を
始
め
、
医
療

文
書
作
成
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
月
か
ら
開
始
し
た
電
子
カ
ル
テ
情

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
デ
ー
タ
連
携
機

能
は
十
分
稼
働
し
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
も
そ
れ
な

り
に
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
証
事
業
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
周
辺
の
医
療
機
関
か
ら
の
参
加
が

ジ
ュ
ー
ル
表
を
学
習
さ
せ
て
、
自
動
的
に
生
成
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
い
に
業
務
支
援
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
同
院
で
は
、「FR-H

ub

」
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ

（Large Language M
odel

：
大
規
模
言
語

モ
デ
ル
）
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
（Retrieval-A

ugm
ented 

Generation

：
検
索
拡
張
生
成
）
を
組
み
合
わ

せ
た
Ａ
Ｉ
技
術
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
統
合
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
複
雑
化
・
高
度
化
し
た

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
安
全
管
理
基
準
を
機
械

可
読
化
し
て
、
医
師
の
オ
ー
ダ
や
臨
床
判
断
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
支
援
す
る
「
知
的
カ
ル
テ

（Intelligent M
edical Record

）」
の
実
現
で

あ
る
と
山
田
氏
は
語
る
。

「
今
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
も
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ
だ
け
で
な
く
Ｒ

Ａ
Ｇ
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
に
代
わ
っ
て
き
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集・

分
析
を
ベ
ン
ダ
に
頼
っ
て
き
た
時
代
か
ら
、
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
医
療
者
自

ま
だ
少
な
く
、
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト

が
感
じ
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
デ

ジ
タ
ル
戦
略
部
と
し
て
は
、
情
報
連
携
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
国
の
施
策
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
ま
さ
に
“
実
証
”
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
藤
田
医
科
大
学
病
院
で
は
、
２
０
２
５
年
12

月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
へ
の
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
る
と

山
田
氏
は
続
け
る
。

「
シ
ス
テ
ム
は
完
成
し
て
お
り
、
す
で
に
何
人
か

の
医
師
に
は
試
し
で
使
用
し
て
み
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
診
察
時
間
が
長
い
医
師
か
ら
は
記
録

漏
れ
防
止
と
し
て
高
い
評
価
を
頂
く
一
方
で
、
そ

れ
ほ
ど
評
価
さ
れ
な
い
医
師
も
お
り
ま
す
。
例

え
ば
、
内
科
医
は
普
段
か
ら
カ
ル
テ
記
載
が
充

実
し
て
い
る
の
で
、
音
声
入
力
で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
異
な
る
等
の
理
由
か
ら
利
用
を
敬
遠
す
る

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
、
録
音
し
た
内

容
を
文
字
起
こ
し
し
て
、
そ
の
文
字
起
こ
し
し
た

内
容
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
形
式
に
要
約
し
、
電
子
カ
ル
テ

へ
ワ
ン
ボ
タ
ン
連
携
す
る
と
い
う
流
れ
で
運
用
す

る
予
定
で
す
。
12
月
か
ら
年
内
い
っ
ぱ
い
で
各
医

局
へ
の
説
明
を
終
え
、
順
次
実
装
し
て
い
く
計
画

で
す
」

　
医
療
現
場
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
要
望
が
多

数
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
最
近
で
は
、
看
護
師
長
か
ら
勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
作
成
の
効
率
化
に
関
す
る
要
望
が
あ
り
ま

す
。
既
存
の
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
も
自
動
化
機

能
は
付
属
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
機
能
は
人

間
関
係
や
個
別
事
業
を
考
慮
・
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
現
場
か
ら
は
実
用
的
で
な
い
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
で
こ
れ
ま
で
の
勤
務
ス
ケ

身
が
デ
ー
タ
を
扱
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｌ
Ｍ
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
使
い
、
医
療

者
の
持
つ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
医
師
と

Ａ
Ｉ
が
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
の
診
断
能

が
向
上
し
、
そ
れ
に
医
療
者
自
身
の
持
つ
専
門
的

な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
、
よ
り
高
度
な
医
療

の
提
供
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
知
的
カ
ル
テ
が
実
現
す
れ
ば
、
医
療
の
質
や

安
全
性
の
大
幅
な
向
上
と
新
た
な
医
療
的
知
見

が
得
ら
れ
る
と
も
強
調
す
る
。

「
例
え
ば
、
Ｂ
型
肝
炎
対
策
で
の
免
疫
抑
制
化
学

療
法
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
自
動
化
が
あ
り
ま

す
。
Ｂ
型
肝
炎
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施
は
非

常
に
複
雑
で
す
。
無
論
、
肝
が
ん
の
専
門
家
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
消

化
器
内
科
医
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容

で
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
適
切
な
診
療
を
行
っ
て
い
る
か
を
判
定
・
支
援

し
ま
す
の
で
、
専
門
家
で
な
く
て
も
高
度
な
医

療
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
手
術
部
位
感
染
症
（Surgical Site 

Infection

：
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
、
手
術
に
関
連
し
て
発

生
す
る
代
表
的
な
院
内
感
染
症
の
１
つ
で
す
が
、

術
後
の
罹
患
率
・
死
亡
率
の
増
加
、
入
院
期
間

の
延
長
、
医
療
費
の
増
大
な
ど
、
患
者
予
後
と

医
療
資
源
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
国

内
外
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
患
者
や

併
存
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
は
要
注
意
事
項
で

す
。
ま
た
、
長
時
間
・
高
侵
襲
手
術
や
人
工
物

を
用
い
る
手
術
で
も
Ｓ
Ｓ
Ｉ
リ
ス
ク
が
高
く
、
そ

の
対
策
は
一
層
必
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
知
的
カ
ル
テ
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｓ
Ｉ
リ
ス
ク
を
早

期
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
患
者
予
後
の
改
善
に
つ

な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
構
想
実
現
に
向
け
て
、
シ
ス

テ
ム
構
成
や
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
訴
え
る
。

「
現
在
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
は
、『IRIS for 

H
ealth

』
が
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
稼
働

し
て
お
り
、
第
３
層
に
お
け
る
利
用
サ
ー
ビ
ス
も

独
立
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
第
２
層
・
第

３
層
で
構
築
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
を
可
能
な
限
り

１
つ
に
集
約
し
、
運
用
コ
ス
ト
削
減
と
と
も
に
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
際
の
手
続
き
を
一
元

化
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
成
に
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
故
、
現
在
の
『FR-H

ub

』

を
Ｌ
Ｌ
Ｍ
と
Ｒ
Ａ
Ｇ
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｍ
Ｉ
Ｇ

（M
edical Intelligent Gatew

ay

）
に
進
化
さ

せ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
低
コ
ス
ト
で
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
リ
の
提
供
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
現
在
、
藤
田
医
科
大
学
で
は
ゲ
ノ
ム
診
断
連

携
や
患
者
向
け
Ｐ
Ｈ
Ｒ
ア
プ
リ
、
臨
床
研
究
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

確
保
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
学
内

の
医
療
Ｄ
Ｘ
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
再
編
し
、
医
療

を
理
解
し
て
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
加
え
、
Ｅ

Ｔ
Ｌ
を
操
れ
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
層
の
ス
タ
ッ

フ
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
２
０
２
６
年
４

月
を
目
標
に
組
織
改
革
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
述
べ
た
こ
と
は
、『FR-H

ub

』
を
構
築
で
き

た
か
ら
こ
そ
実
現
の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
こ
と

で
す
。『IRIS for Health

』あ
っ
て
の『FR-Hub

』

で
す
し
、SIer

の
イ
ン
テ
ッ
ク
が
協
力
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
両
者
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
藤
田
学
園
で
は
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

ガバナンス　医療情報センター

医療情報センターの改変構想図。同院では、マネジメント層による
ガバナンスを図るとともに、アーキテクチャ層の人材を確保して医療
情報の利活用を促進させる体制構築を目指している。

MIG（Medical Intelligent Gateway）イメージ図。MIG は既存システム
と未来のサービスをつなぐ「知的ゲートウェイ」。医療機関自身のガバナ
ンスのもと、データを安全に標準化・構造化する共通基盤である。

医療用 RAG のシステム構成イラスト。LLMとRAG
を組み合わせた AI 技術で、複雑化・高度化した診
療ガイドラインや安全管理基準を機械可読化。医師
のオーダや臨床判断をリアルタイムに支援する。

Ｌ
Ｌ
Ｍ
・
Ｒ
Ａ
Ｇ
活
用
の「
Ｍ
Ｉ
Ｇ
」で

「
知
的
カ
ル
テ
」
構
築
を
目
指
す 

「FR-Hub

」
か
ら
「
Ｍ
Ｉ
Ｇ
」
へ
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藤
田
医
科
大
学
病
院
で
は
、
医
療
情
報
連
携

基
盤
「FR-H

ub

」
を
活
用
し
て
２
０
２
５
年
か

ら
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
退
院
サ
マ
リ
ー
の
自
動
生

成
機
能
を
実
装
、
活
用
し
て
い
る
の
は
前
出
の
と

お
り
で
あ
る
。
同
院
で
同
機
能
を
活
用
し
て
い
る

診
療
科
の
１
つ
が
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科

で
あ
る
。
同
科 

助
教
の
久
田 

聖
氏
が
、
ま
ず
、

同
科
の
概
要
と
特
徴
を
説
明
し
て
く
れ
る
。

「
当
科
は
、
耳
、
鼻
、
口
腔
咽
頭
、
喉
頭
、
気
管

食
道
、
並
び
に
甲
状
腺
を
含
む
幅
広
い
領
域
の

診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頸
部
外
科
と
い
う
名
称
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。 

一
般
的
な
病
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
と
異
な
る
点
と
し

て
は
、
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
先
進
的
な
医
療
へ

の
取
り
組
み
や
、
頭
頸
部
が
ん
の
患
者
さ
ん
を
数

多
く
診
療
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
医
師
数
は
約
16
名
、
外
来
患
者
数
は
１
日

１
０
０
～
１
２
０
名
程
度
で
、
季
節
柄
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
の
患
者
さ
ん
も
来
院
さ
れ

ま
す
が
、
多
い
の
は
近
隣
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介

さ
れ
て
来
院
さ
れ
る
が
ん
患
者
さ
ん
の
方
々
で
、

半
数
以
上
に
上
り
ま
す
」

　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
で
は
、
患
者
を

診
察
台
に
着
席
さ
せ
て
診
療
す
る
こ
と
か
ら
視

察
中
に
電
子
カ
ル
テ
の
入
力
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
と
語
る
。

「
当
科
で
は
、
診
察
時
に
処
置
す
る
な
ど
、
電
子

カ
ル
テ
端
末
か
ら
離
れ
た
位
置
で
診
療
を
行
う

こ
と
か
ら
、
そ
の
場
で
入
力
業
務
を
行
う
の
が
難

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
診
察
中
に

入
力
す
る
医
師
も
い
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
診
療
直

後
に
入
力
す
る
医
師
も
い
る
な
ど
、
個
人
で
対
応

が
分
か
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
同
科
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
退
院
サ
マ

リ
ー
自
動
作
成
機
能
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
久
田
氏
は
語
る
。

「
当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
が
退
院
し
て
か
ら
１
週

間
以
内
に
退
院
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
科
の
場
合
、
入
院

患
者
さ
ん
の
多
く
は
が
ん
患
者
さ
ん
で
あ
り
、
手

術
だ
け
で
な
く
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療

を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
入
院
期
間
が

１
ヵ
月
半
か
ら
２
ヵ
月
程
度
に
及
ぶ
患
者
さ
ん
が

多
く
、
そ
れ
ら
の
診
療
録
を
ま
と
め
て
入
力
す

る
作
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
数
十
分
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
機
能
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

か
ら
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま
す
」

　
久
田
氏
は
、
退
院
サ
マ
リ
ー
の
記
載
内
容
に
つ

い
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
退
院
時
サ
マ
リ
ー
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
、

精
度
は
高
く
、
記
載
の
過
不
足
感
も
な
く
、
必

た
り
、
会
議
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
遅
く
ま
で
仕

事
が
あ
る
な
ど
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
の
た
め
の

ま
と
ま
っ
た
時
間
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。
し
か
も
、
患
者
さ
ん
は
日
々
退
院
さ

れ
て
い
く
の
で
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
が
雪

だ
る
ま
式
に
溜
ま
っ
て
い
く
状
況
も
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
解
消
さ

れ
て
お
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
９
月
に
、
Ａ
Ｉ
機
能
の
活
用
に
関

し
て
発
表
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た

要
と
さ
れ
る
内
容
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
追

記
す
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
が
、
た
い
へ
ん

便
利
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
が
退
院
さ
れ
た
日
に
サ
マ
リ
ー
を
作

成
す
る
の
が
最
も
良
い
の
で
す
が
、
大
学
病
院
は

多
忙
で
、
例
え
ば
そ
の
日
は
手
術
が
重
な
っ
て
い

と
こ
ろ
、
当
科
の
医
師
で
Ａ
Ｉ
機
能
に
よ
る
退
院

サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
の
存
在
を
認
知
し
て
い
る
方

は
、
全
員
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
」

　
医
師
の
労
働
時
間
短
縮
面
で
、
同
機
能
が
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
強
調
す
る
。

「
１
人
の
患
者
さ
ん
の
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
時
間

が
数
十
分
で
す
か
ら
、
年
間
に
換
算
す
る
と
か

な
り
の
労
働
時
間
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
同
機
能
は
、
電
子
カ
ル
テ
を
含
む
病
院
情
報

藤
田
医
科
大
学
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科 
助
教

久
田 

聖
氏
に
聞
く

■

藤
田
医
科
大
学
病
院

Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
る
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
が
業
務
を
効
率
化
─

簡
便
な
操
作
性
と
相
俟
っ
て
業
務
時
間
の
大
幅
短
縮
を
実
現
す
る

2022 年藤田医科大学卒。同年よ
り藤田医科大学病院 耳鼻咽喉
科・頭頸部外科勤務、現在に至る。

久田　聖（ひさだ・さとし）氏

医
療
情
報
連
携
基
盤「FR-Hub
」を
活
用
し

電
子
カ
ル
テ
に
生
成
Ａ
Ｉ
機
能
の
実
装
を
実
現

退
院
サ
マ
リ
ー
自
動
作
成
機
能

シ
ス
テ
ム
か
ら
必
要
な
情
報
を
医
療
情
報
連
携

基
盤
「FR-H

ub

」
を
介
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
そ
れ

を
送
り
、
退
院
サ
マ
リ
ー
を
自
動
生
成
。
こ
れ
を
、

電
子
カ
ル
テ
画
面
上
で
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
利
用
の
流
れ

を
、
久
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
退
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
カ
ル
テ
画
面
を
開
き
、

画
面
上
に
あ
る
サ
マ
リ
ー
作
成
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
だ
け
で
、
入
院
期
間
中
の
経
過
情
報
や

処
方
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
形
式
で

表
示
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
コ
ピ
ー
し

て
退
院
サ
マ
リ
ー
の
書
式
に
貼
り
付
け
、
確
定
ボ

タ
ン
を
押
せ
ば
、
そ
れ
で
終
了
で
す
。
内
容
に
間

違
い
や
過
不
足
な
内
容
が
な
け
れ
ば
、
本
当
に

10
数
秒
で
作
業
が
完
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

ク
リ
ッ
ク
操
作
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
操
作
の
簡

便
性
も
支
持
さ
れ
る
理
由
で
し
ょ
う
」

　
Ａ
Ｉ
機
能
の
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
領

域
へ
の
応
用
に
つ
い
て
、
久
田
氏
は
文
書
作
成
以

外
に
、
画
像
診
断
や
問
診
入
力
な
ど
で
の
活
用

に
期
待
し
て
い
る
。

「
当
科
で
は
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ら
の
画
像
に
つ
い
て
の
診
断
支
援
機
能
や
、

患
者
さ
ん
の
来
院
時
の
問
診
な
ど
に
Ａ
Ｉ
が
活
用

さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
診
療
が
楽
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　
一
方
で
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
に
つ
い
て
、

便
利
で
は
あ
る
が
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
も
あ
る
と
久
田
氏
は
指
摘
す
る
。

「
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
が
大
幅
に
効
率
化
さ

れ
た
点
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
は
、
当
該
患
者
さ
ん
の
診

療
に
対
す
る
“
振
り
返
る
”
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
あ
の
処
置
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
更

に
工
夫
す
べ
き
点
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

今
後
の
診
療
に
生
か
す
こ
と
に
も
繋
げ
る
た
め
の

重
要
な
時
間
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
無
く

な
る
こ
と
で
、
診
療
が
“
流
れ
作
業
”
の
よ
う
に

陥
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
作
成

し
た
サ
マ
リ
ー
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

“
振
り
返
り
”
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
」

退院サマリーを作成する久田氏。
退院サマリー作成に要する時間
を大幅に短縮できたことだけでな
く、その内容についても高く評価
している。

電子カルテ画面上のサマ
リー作成ボタンをクリックす
ることで、SOAP 形式に
基づいた文書を数十秒程
度で作成。医師の確認後、
貼付するだけで作業が終
了する簡便性も評価され
ている。
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藤
田
医
科
大
学
病
院
で
は
、
医
療
情
報
連
携

基
盤
「FR-H

ub

」
を
活
用
し
て
２
０
２
５
年
か

ら
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
退
院
サ
マ
リ
ー
の
自
動
生

成
機
能
を
実
装
、
活
用
し
て
い
る
の
は
前
出
の
と

お
り
で
あ
る
。
同
院
で
同
機
能
を
活
用
し
て
い
る

診
療
科
の
１
つ
が
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科

で
あ
る
。
同
科 

助
教
の
久
田 

聖
氏
が
、
ま
ず
、

同
科
の
概
要
と
特
徴
を
説
明
し
て
く
れ
る
。

「
当
科
は
、
耳
、
鼻
、
口
腔
咽
頭
、
喉
頭
、
気
管

食
道
、
並
び
に
甲
状
腺
を
含
む
幅
広
い
領
域
の

診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頸
部
外
科
と
い
う
名
称
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。 

一
般
的
な
病
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
と
異
な
る
点
と
し

て
は
、
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
先
進
的
な
医
療
へ

の
取
り
組
み
や
、
頭
頸
部
が
ん
の
患
者
さ
ん
を
数

多
く
診
療
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
医
師
数
は
約
16
名
、
外
来
患
者
数
は
１
日

１
０
０
～
１
２
０
名
程
度
で
、
季
節
柄
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
の
患
者
さ
ん
も
来
院
さ
れ

ま
す
が
、
多
い
の
は
近
隣
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介

さ
れ
て
来
院
さ
れ
る
が
ん
患
者
さ
ん
の
方
々
で
、

半
数
以
上
に
上
り
ま
す
」

　
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
で
は
、
患
者
を

診
察
台
に
着
席
さ
せ
て
診
療
す
る
こ
と
か
ら
視

察
中
に
電
子
カ
ル
テ
の
入
力
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
と
語
る
。

「
当
科
で
は
、
診
察
時
に
処
置
す
る
な
ど
、
電
子

カ
ル
テ
端
末
か
ら
離
れ
た
位
置
で
診
療
を
行
う

こ
と
か
ら
、
そ
の
場
で
入
力
業
務
を
行
う
の
が
難

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
診
察
中
に

入
力
す
る
医
師
も
い
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
診
療
直

後
に
入
力
す
る
医
師
も
い
る
な
ど
、
個
人
で
対
応

が
分
か
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
同
科
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
退
院
サ
マ

リ
ー
自
動
作
成
機
能
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
久
田
氏
は
語
る
。

「
当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
が
退
院
し
て
か
ら
１
週

間
以
内
に
退
院
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
科
の
場
合
、
入
院

患
者
さ
ん
の
多
く
は
が
ん
患
者
さ
ん
で
あ
り
、
手

術
だ
け
で
な
く
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療

を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
入
院
期
間
が

１
ヵ
月
半
か
ら
２
ヵ
月
程
度
に
及
ぶ
患
者
さ
ん
が

多
く
、
そ
れ
ら
の
診
療
録
を
ま
と
め
て
入
力
す

る
作
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
数
十
分
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
機
能
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

か
ら
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま
す
」

　
久
田
氏
は
、
退
院
サ
マ
リ
ー
の
記
載
内
容
に
つ

い
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
退
院
時
サ
マ
リ
ー
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
、

精
度
は
高
く
、
記
載
の
過
不
足
感
も
な
く
、
必

た
り
、
会
議
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
遅
く
ま
で
仕

事
が
あ
る
な
ど
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
の
た
め
の

ま
と
ま
っ
た
時
間
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。
し
か
も
、
患
者
さ
ん
は
日
々
退
院
さ

れ
て
い
く
の
で
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
が
雪

だ
る
ま
式
に
溜
ま
っ
て
い
く
状
況
も
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
解
消
さ

れ
て
お
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
９
月
に
、
Ａ
Ｉ
機
能
の
活
用
に
関

し
て
発
表
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た

要
と
さ
れ
る
内
容
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
追

記
す
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
が
、
た
い
へ
ん

便
利
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
が
退
院
さ
れ
た
日
に
サ
マ
リ
ー
を
作

成
す
る
の
が
最
も
良
い
の
で
す
が
、
大
学
病
院
は

多
忙
で
、
例
え
ば
そ
の
日
は
手
術
が
重
な
っ
て
い

と
こ
ろ
、
当
科
の
医
師
で
Ａ
Ｉ
機
能
に
よ
る
退
院

サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
の
存
在
を
認
知
し
て
い
る
方

は
、
全
員
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
」

　
医
師
の
労
働
時
間
短
縮
面
で
、
同
機
能
が
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
強
調
す
る
。

「
１
人
の
患
者
さ
ん
の
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
時
間

が
数
十
分
で
す
か
ら
、
年
間
に
換
算
す
る
と
か

な
り
の
労
働
時
間
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
同
機
能
は
、
電
子
カ
ル
テ
を
含
む
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
か
ら
必
要
な
情
報
を
医
療
情
報
連
携

基
盤
「FR-H

ub

」
を
介
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
そ
れ

を
送
り
、
退
院
サ
マ
リ
ー
を
自
動
生
成
。
こ
れ
を
、

電
子
カ
ル
テ
画
面
上
で
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
利
用
の
流
れ

を
、
久
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
退
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
カ
ル
テ
画
面
を
開
き
、

画
面
上
に
あ
る
サ
マ
リ
ー
作
成
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
だ
け
で
、
入
院
期
間
中
の
経
過
情
報
や

処
方
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
形
式
で

表
示
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
コ
ピ
ー
し

て
退
院
サ
マ
リ
ー
の
書
式
に
貼
り
付
け
、
確
定
ボ

タ
ン
を
押
せ
ば
、
そ
れ
で
終
了
で
す
。
内
容
に
間

違
い
や
過
不
足
な
内
容
が
な
け
れ
ば
、
本
当
に

10
数
秒
で
作
業
が
完
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

ク
リ
ッ
ク
操
作
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
操
作
の
簡

便
性
も
支
持
さ
れ
る
理
由
で
し
ょ
う
」

　
Ａ
Ｉ
機
能
の
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
領

域
へ
の
応
用
に
つ
い
て
、
久
田
氏
は
文
書
作
成
以

外
に
、
画
像
診
断
や
問
診
入
力
な
ど
で
の
活
用

に
期
待
し
て
い
る
。

「
当
科
で
は
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ら
の
画
像
に
つ
い
て
の
診
断
支
援
機
能
や
、

患
者
さ
ん
の
来
院
時
の
問
診
な
ど
に
Ａ
Ｉ
が
活
用

さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
診
療
が
楽
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　
一
方
で
、
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
機
能
に
つ
い
て
、

便
利
で
は
あ
る
が
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
も
あ
る
と
久
田
氏
は
指
摘
す
る
。

「
退
院
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
が
大
幅
に
効
率
化
さ

れ
た
点
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
サ
マ
リ
ー
作
成
業
務
は
、
当
該
患
者
さ
ん
の
診

療
に
対
す
る
“
振
り
返
る
”
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
あ
の
処
置
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
更

に
工
夫
す
べ
き
点
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

今
後
の
診
療
に
生
か
す
こ
と
に
も
繋
げ
る
た
め
の

重
要
な
時
間
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
無
く

な
る
こ
と
で
、
診
療
が
“
流
れ
作
業
”
の
よ
う
に

陥
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
作
成

し
た
サ
マ
リ
ー
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

“
振
り
返
り
”
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
」

――2025年4月に病院長に就任されました
が、抱負をお聞かせください。
　藤田医科大学病院は、数ある大学病院
の中で最も病床数の多い病院です。その
規模を生かしつつ、臨床及び医学研究に
ついて、より積極的に全国トップレベル
に引き上げることが私の使命と考えてお
ります。
――スマートホスピタル構想の下、医療DX
に積極的に取り組んでおられますが。
　医療 DX についても、非常に先進的な
取り組みを積極的に推進しているところ
です。電子カルテ上への音声入力や、AI
技術を用いたサマリーの作成機能などが
既に実装されていますので、これらの技
術についても日本のオピニオンリーダー
として、医療 DX を進めたいと思ってい
ます。

――先生は呼吸器内科がご専門ですが、呼
吸器内科での先進的な医療への取り組みにつ
いてお聞かせください。 
　呼吸器内科では、主に内視鏡を活用し
た診療を行っていますので、デジタル技
術の活用に関してはバーチャルリアリ
ティ（ＶＲ）を用いた診断やシミュレーショ
ンなどに取り組んでいるところです。前
言にも関わることですが、病院全体とし
てだけでなく、呼吸器内科でも、積極的
に医療DX に取り組んでいきたいとも考
えています。

藤田医科大学病院
病院長 

スマートホスピタル構想の下で、
大学病院内での医療DXを推進

今泉 和良（いまいずみ・かずよし）氏に聞く

藤田学園は1964年の創立以来、“独創一理”
の建学理念を掲げ、先端的な医療科学の
発展と、広範な分野にわたる医療人の育
成、患者の立場に立ったトップレベルの医
療の実現に向けて半世紀以上取り組んで
きた。同学園はすでに3万2000名を超え
る多様な医療職の卒業生を世に送り出し
ており、藤田医科大学病院をはじめ、4つ
の教育病院で優れた知見と技量を有する
多数の医師が献身的な多職種のスタッフ
とともに高度な医療を提供し続けている。

所在地：愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪1番地98
理事長：星長清隆

藤田学園

2025年4月に病院長に就任した今泉和良氏に、新病院長としての抱負と、
同院における医療DXへの取り組みと展望について話を聞いた。

学園の創設者である藤田啓介総長自らが設計に携
わった多目的ホール「フジタホール 2000」

1985 年名古屋大学医学部卒。同年東海市民病院 
研修医、1988 年名鉄病院呼吸器内科 医員、1994
年名古屋大学医学部附属病院第一内科 医員、2006
年同大学医学部呼吸器内科学 講師、2009 年同大
学医学部呼吸器内科 准教授。2011 年より藤田保健
衛生大学医学部呼吸器内科学 講座教授。2016 年
藤田保健衛生大学病院 副院長、2025 年 4月より現職。
※ 2018 年 10 月 10 日より藤田医科大学へ名称変更
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ダ

ク
ツ

9J
　

2026_CS02_0114.indd   132026_CS02_0114.indd   13 1/14/26   22:311/14/26   22:31


